
平成 31 年 3 月 23 日 

翠ヶ丘野球部 

 

月 日 曜日 場所 時間 サポート係 救急 試合等の予定 

 

4 
６ 土 2B 12：00～16：00 白川 原口  

７ 日 2A 12：00～16：00 古屋 舩脊                

１３ 土 ２A 12：00～16：00 荒川 豊岡  

１４ 日 2B 12：00～16：00 由良 林  

２０ 土 ２B 12：00～16：00 清水 杉田  

２１ 日 １B 9：00～12：00 赤池 林  

２７ 土 １B 9：00～12：00 星野 末吉  

２８ 日 １A 9：00～12：00 今井 原口  

２９ 月 ２A 12：00～16：00 三浦 豊岡 第３８回支部長杯 

３０ 火 ２B 12：00～16：00 大内 舩脊  

 

5 

１ 水 １B 9：00～12：00 森井 杉田 第３８回支部長杯 

２ 木 １A 9：00～12：00 白川 林  

３ 金 ２A 12：00～16：00 古屋 末吉  

お当番を変更された方は、役員の豊岡に連絡をしてください 

 

 

大会結果 第 87 回東林春季大会 

 

３／１６ 予選リーグ 

     翠ヶ丘  ７－7   くぬぎ台野球部 

     翠ヶ丘 ３－1２  TRY 

３／１７ 5 位決定戦 

     翠ヶ丘  １１－１3  グリーンスターズ  

                                            

    

      ✿役員より✿ 

  ３月９日のお別れ会では、沢山の保護者の方ご参加とお手伝いを頂きました。 

  新役員が担当する初めての大きなイベントで皆さまにはご不便をおかけいたしましたが、お

かげさまで卒業された皆さんと思い出に残る楽しい時間を過ごすことができました。ありが

とうございました。 

 

  

ご声援ありがとう 

ございました！ 



翠ヶ丘野球部 保護者の皆様へ 

監督 舩脊浩 

保護者の皆様には、日頃より部の活動にご理解とご協力を頂き、心より感謝申し上げます。 

 

６年生の卒団式も無事に終えることができ、本格的に新チームがスタートし、卒団式後の 

翌週に、早速東林春季大会が始まりました。 

市大会、県大会、全国大会、世界大会と繋がる、一年で一番大きな大会となります。 

開会式では、前年秋季大会準優勝だったため、先頭で入場行進を行いました。 

翠ヶ丘らしく、大きな声で元気のよい立派な行進ができたと思います。 

「南区の悔しさを晴らしたい！！」、そんな思いが子供たちから伝わってきた行進でした。 

 

会場をくぬぎ台小に移動し、まずは予選リーグ２試合を戦います。 

市大会に行くには、まずは３チーム中２位までになることが必須条件となります。 

迎えた初戦は、くぬぎ台野球部。新 6 年生が一人で、あとは下級生という布陣の中、 

南区も１勝をしている、不気味なチームです。 

立ち上がり、緊張からか、思うようなプレーができず５点を失い、続く２回も２失点。 

一時は１－７と大きくリードを許す展開となりました。エース沙羽選手の後を引継ぎ、 

練習試合でもほとんど経験をしていない幸太朗選手が２回無失点のピッチングで 

相手に追加点を与えず、チームに勢いを与えてくれました。最終回まで５－７と苦しい展開 

でありましたが、南区の再来、伝統の「諦めない翠ヶ丘野球」を見せてくれて、奇跡的に 

同点に追いついて試合終了。勝ち点１を、執念でもぎとりました。 

続く２試合目は、優勝候補のＴＲＹ。上位トーナメントへ行くためには、敗退しても６失点差 

までは権利がある中、中盤まで３－３と必死に喰らいついていきましたが、終盤に集中力が途

切れミスが続き、終わってみれば３－１２と大敗し、上位トーナメント進出を逃しました。 

試合終了後、選手たちを集めて、自分たちの弱さを認めて、一人一人が意識を変えて 

いこうと誓いました。 

 

翌日は、５位決定戦。全員で勝つ意識を持たせるため、初めて新４年生もベンチに入れて、グ

リーンスターズ戦に挑みました。試合前から、明らかに気持ちのこもった顔でアップをし、 

勝ちたい気持ちが十分に伝わってきました。前日に続き、幸太朗選手の好投、新四年生の活

躍もあり、ミスはありながらも、最終回を迎えて１１対５のリード。 

このまま試合終了かと思いきや、まさかの８失点で逆転負け。春季大会６位という結果で 

終わりました。どんな相手であっても、最後の最後まで分からない、私自身も野球の怖さを 

改めて思い知った試合となりました。 

 

今のチームに足りないのは、経験とチーム力です。経験からくる自信を植え付けること、 

成功体験を褒めて自信を持たせること、そして、個々がチームのために自己犠牲を図れるか 

どうか、それがチーム力になると思います。今年のスローガンのように、「強い絆」で結ばれる 

ことが、今のチームにとって一番重要であると感じました。「伸びしろしかないっ！！」 

諦めることなく、次の大会に向けて、しっかりと準備をしていきたいと思います。 

 

引き続き、ご協力のほど宜しくお願い致します。 


